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研究成果の概要（和文）：ユーザ参加型主観的情報センシングシステムとして，地名，位置情報，画像，コメント，評
価等の主観的情報を，インターネットを通じて収集し，特徴的な観光情報をソフトコンピューティングの手法を用いて
抽出し，スマートフォンアプリケーションで提供した。ユーザの感性を情緒計算式により推定し，ユーザが求める情報
をリコメンデーションする機能を開発した。情緒計算式に必要な個人の感情を推定するモデルを質問紙調査により開発
した。投稿情報の件数が少ない観光地の場合，WebやSNSなどのようなネットワークコミュニティで大量の情報を分析し
，観光情報として提供した。これらの仕組みをもつソーシャルネットワークシステムを開発した。

研究成果の概要（英文）：A smartphone based tourist participatory sensing system has been developed in 
Android smartphone. The system can collect tourist subjective data which includes jpeg files with GPS, 
geographic location name, the evaluation, and comments written in natural language at sightseeing spot. 
We classify them to investigate the effectiveness of the interactive GHSOM and the knowledge is extracted 
by using the classification results of the interactive GHSOM and C4.5. Attractive information is 
automatically posted to SNS by the knowledge.
Moreover, the agent system recommends the sightseeing spot and local hospitality corresponding to the 
current feelings. The system such as concierge can estimate user’s emotion and mood by Emotion 
Generating Calculations and Mental State Transition Network.

研究分野： 知能情報学
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　知識獲得　構造適応型Deep Learning
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１．研究開始当初の背景 
（１）観光庁が 2008 年 10 月に国土交通省

の外局として設立され，観光を基幹産業と位

置付けた多様な取り組みが行われている。こ

こでは特に，地域における観光資源の発掘と

情報発信に対する重要性が述べられている。

ところが，地方の自治体においては，有名な

観光地以外の観光資源の発掘が遅れており，

他の観光都市と比べてリピーターが少ない

という課題がある。各市町村は，ガイドブッ

ク，ホームページ，SNS，スマートフォンア

プリケーション等を用いて地域の名所や特

産品等の観光情報を発信しているが，世界遺

産のような有名な観光地に関する情報と比

較すると，観光客にとって魅力ある情報にな

っておらず，情報発信の手段としては機能し

ていない場合がある。より多くの観光客に関

心のある情報提供を行うためには，口コミサ

イトのように，観光客が実際に体験して得ら

れた感想や写真，地域住民しか知らないよう

な隠れた観光資源を観光客の視点でアピー

ルすることが必要であり，そのような情報を

収集・発信する仕組みが必要である。さらに，

これらの情報を直接関心のある観光客に推

薦するリコメンドシステムがあれば，より効

果的な情報発信手段になるだろう。 

（２）我々は，スマートフォンの普及により，

モバイルフォンベースユーザ参加型センシ

ング (Mobile Phone Based Participatory 

Sensing; MPPS) システムによるデータ収集

と分析手法を提案している。これは，モバイ

ル端末に搭載されている GPS や加速度セン

サーなどのセンサーを用いて，ユーザを取り

まく環境をリアルタイムに計測し，クラウド

サーバを通じて収集するものである。スマー

トフォンにおいて，このような主観的情報を

収集することは，個人情報の保護の観点から

好まれておらず，地方自治体の活性化におい

て利用され始めている。MPPS システムには

収集した情報を分析する手法も必要である

ため，一般的な GPS による位置情報の収集

や，位置情報をもとにユーザに観光情報を提

供するリコメンデーションシステムによる

研究が必要であった。ところが，GPS のよう

な数値情報だけでなく，ユーザの感情が含ま

れたテキスト文（自然言語）や，画像等から

構成される多次元かつ主観的情報を一度に

収集し，分析し，利活用を行うシステムは開

発されていない。また，ユーザの嗜好情報や

現在の気分に応じて，個人に適した情報を動

的に推薦するシステムは開発されていない。

これらの要求により，スマートフォンによる

ユーザ参加型主観的情報システムのリコメ

ンド機能の開発に着手するに至った。 

 
２．研究の目的 
 ユーザ参加型主観的情報センシングシステ

ムとして，地名，位置情報付き画像，コメン

ト，評価などの主観的情報をインターネット

を通じて収集し，特徴的な観光情報をソフト

コンピューティングの手法により抽出するス

マートフォンアプリケーションを開発した。

投稿情報の件数が少ない観光地の場合，旅行

者にその観光情報を推薦するリコメンデーシ

ョン機能が必要であることが分かった。しか

し，広告媒体のように特定の情報のみを提供

するのではなく，WebやSNSなどのようなネッ

トワークコミュニティで大量の情報を分析し，

ユーザが欲する情報をリコメンドする必要が

ある。旅行者個人によって欲しい情報が異な

るので，ユーザ参加型主観的情報システムに

おいて個人の情緒に対応したリコメンデーシ

ョン機能を開発する。 

 
３．研究の方法 
 ユーザ参加型主観的情報センシングシス

テムとして，スマートフォンアプリを開発し，

観光に関する主観的情報として，地名，位置

情報，数値的評価，コメント（自然言語），

写真の４種類の情報を一度に収集し，クラウ

ドサーバで保存するシステムを開発した。位



置情報，数値的評価，コメントについては階

層構造成長型自己組織化マップにより分類

した。また，他の観光 Web サイトから特徴的

な観光情報を抽出し，コメントにおける特徴

的な観光情報の含有率（有名な度合）を求め

た。これらの情報を高評価，観光地周辺ごと，

有名な度合ごとに分類し，そこから C4.5 に

より IF-Thenルールとして人気のある観光情

報，新規性のある観光情報の知識を獲得した。

一方，主観的情報の分析手法として，情緒計

算式を用いたが，ここで用いられている単語

ごとの好感度は人によって異なることが問

題点として知られていた。観光情報が投稿さ

れる度に，好感度を学習する手法を提案し，

ニューラルネットワークにより，固有の感情

を表現することが可能となった。情緒計算式

をもとに，旅行者に対して次の観光情報を推

薦するリコメンドシステムを開発し，スマー

トフォンアプリで実装し，観光地の訪問を誘

引する仕組みを開発した。また，獲得した知

識をもとに投稿された観光情報を自動評価

し，高評価や新規の観光情報をSNSに投稿し，

観光地の PR をする仕組みを構築し，広島県

江田島市において実証実験を行った。 

 
４．研究成果 

（１）ユーザ参加型主観的情報センシングシ

ステム 

「３．研究の方法」で述べた，旅行者の多

次元かつ主観的情報を収集するスマートフォ

ンアプリを開発し，Google PlayやApple Store

等で公開した。これまでに，1000以上の主観

的情報が旅行者から収集された。構築したシ

ステムは現在も運用しており，広島県におけ

る観光の地域オープンデータとしての利活用

が期待できる。 

（２）階層構造成長型自己組織化マップによ

る分類と知識獲得 

 階層構造成長型自己組織化マップにより，

投稿数が多い有名な観光情報だけでなく，投

稿が少ないながらも，新規性が高く，評価が

高い観光情報を抽出できた。さらに，C4.5を

用いて，投稿された情報の評価を判別できる

知識（IF-THENルール）を獲得できた（図２）。

獲得した知識を用いて，評価の高い観光情報

をSNSに自動で発信するシステムを開発した。 

 

（３）情緒計算式による感情推定方法 

 ユーザの嗜好情報に応じて，単語の好感度

を学習する手法を開発した。また，この学習

手法において，ホップフィールドニューラル

ネットワークを用いてユーザに適したパラメ

タ値を自動でチューニングする手法を提案し

た。さらに，ここで学習した個人の好感度を

用いて，ユーザに応じて広島県の観光スポッ

トを推薦するリコメンデーションシステムを

スマートフォンアプリとして開発し，公開し

た（図３）。ここでは，予め定められた観光情

報だけでなく，（１）のユーザ参加型主観的情

報センシングシステムにより収集された観光

情報や，Twitterに投稿された最新の観光情報

図１：研究の概要 

 
図２：分類結果と獲得した知識 



が自動で収集され，リコメンドされる。 

 

（４）実証実験 

 （１）～（３）で開発したシステムを用い

て，広島県江田島市で実証実験を行った。そ

の結果，既存のガイドブックには掲載されて

いないような，新規性があり，魅力の高い観

光情報が自動で発見された。このような情報

をSNSに自動発信し，ユーザに応じてリコメン

ドすることで，多くのユーザから高い評価を

受け，江田島市の魅力のPRにつながった。こ

こで発信された情報をもとに江田島市に訪れ

る観光客が増加し，知名度向上につながった。

さらに，データ収集および利活用の重要性が

認知され，結果として江田島市アイディアソ

ンが開催され，地域オープンデータの推進が

検討された。 

（５）Deep Learningによる画像の分類 

 （１）で収集される主観的情報の画像の分

類を行ったが，スマートフォンで撮影した写

真にはあいまいで識別しにくいパターンが多

く含まれていたため，判別性能が良いとは言

えなかった。そこで，Deep Learning（深層学

習）に基づく学習手法を開発したところ，分

類精度が大きく向上した。 
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